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 今回、熊本県で実施されているカゴ台車によ

る資材管理方法を本県に導入し、さらに効率的

な資材管理方法を検討したので、報告する。 

１．防疫資材の備蓄状況 

 本県の防疫資材は迅速な初動防疫対応のた

め、本土地区及び離島３か所にそれぞれ備蓄し

ている。本土地区では国内での口蹄疫（FMD）や

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生を受

けて、県央地区の農林技術開発センターと長崎

県獣医師会館の２か所に備蓄している。また、

本土地区の３家保には通行遮断３か所分の資材

を備蓄している（図－１）。 

 

２．備蓄資材の搬送の流れ 

 インフルエンザウイルスの簡易検査が陽性と

なった際は、備蓄倉庫の資材はトラックに積込

まれ、集合場所に集められる。集合場所では資

材を農場や仮設テント等に搬送するため、作業

場所ごとに必要資材の仕分け作業が行われる。

速やかな初動防疫のためには、備蓄倉庫での資

材のトラックへの積込みや集合場所での仕分け

作業を迅速に実施することが必要となる（図－

２）。 

 

 

３．資材管理方法の検討 

 取り組みは大きく３段階に分かれる。まず、

平成 22年９月に国内での FMD発生を受けて品目

ごとの管理を実施した。次に平成 30年７月に資

材の迅速な搬出作業のためにカゴ台車を導入し

て飼養規模ごとに、平成 30 年 11 月には資材の

効率的な管理のために資材数量の変動要因ごと

の管理を実施した（表－１）。 

 

（１）備蓄当初の資材管理方法 

 国内での FMD 発生以降、備蓄資材は品目ごと

に管理していたが（写真－１）、備蓄倉庫から

の資材搬出の際、作業員が資材を抱えて何往復

もする必要があり、作業に多くの人員と時間を
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要すること、さらに集合場所でも搬送場所ごと

の仕分けに時間を要することが考えられた。 

 

（２）カゴ台車による飼養規模ごとの資材管理 

 そこで、備蓄倉庫や集合場所での作業を迅速

に行うため、カゴ台車を用いた資材管理を実施

した。カゴ台車は既に熊本県で導入されており、

搬出作業の大幅な時間短縮と省力化が図られた

との報告がなされている１）（図－３）。 

 

 カゴ台車には飼養規模ごとに１万羽規模の鶏

飼養農場で HPAI発生時の使用資材を２セット、

２万羽規模発生時の追加資材を２セット、計４

万羽分の資材を積載した（図－４）。 

 

 その後、大規模農場への対応のため、10 万羽

規模発生時に必要な資材の整備を１万羽や２万

羽単位で複数セット準備することを計画した。

しかし、資材の必要量は羽数当たりや班当たり、

箇所当たりなど多岐の要因で変動することか

ら、羽数一律の整備では、セットを組み合わせ

る際に実際に必要となる資材量と比較して、過

剰となる資材が発生すること、また、鶏舎数や

埋却溝の長さ・本数などは農場により異なるこ

とから、飼養規模ごとの事前の整備が困難であ

ることが判明した（表－２）。 

 

（３）資材数量の変動要因ごとのユニット管理 

 規模ごとの管理で発生した課題を受けて、班

や殺処分羽数、箇所数など資材数量の変動要因

ごとに「PPEユニット」、「殺処分羽数ユニット」、

「集合場所箇所ユニット」などとして、カゴ台

車で管理することとした。ユニットは集合場所

や仮設テント、埋却地などの使用箇所ごとに資

材を班や羽数、箇所などの変動要因別でユニッ

ト化し、状況に応じてユニットを組み合わせる

こととした（表－３）。 
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しかし、課題として、ユニット数が多く、各

ユニットの必要数の算出に時間を要することが

考えられた。そこで、農場情報と連動して各ユ

ニットの必要数やカゴ台車の搬出数が自動計算

されるように一覧表を作成した（表－４）。 

 

 トラックの必要台数についても、トラックの

大きさごとのカゴ台車積載可能量を事前に調べ

ておくことで算定が可能となった（表－５）。 

 

 また、各ユニットを搬送先に確実に届けるた

め、カゴ台車にはユニット名や搬送先等を明示

した（写真－２）。 

 

 

 さらに、FMD や豚熱等の HPAI 以外の家畜伝染

病発生時も今回、整備した資材を利用できるよ

う、HPAI のみで使用する資材と畜種共通で使用

する資材を分けて別台車に積載し、牛や豚で使

用する資材も別台車に積載した。 

４．効果 

 カゴ台車に資材を積載することで、少人数で

カゴ台車ごと大量の資材の運び出しが可能とな

り、備蓄倉庫での作業時間短縮及び省力化が図

られた。次に資材数量の変動要因ごとにユニッ

トを作成することで、発生状況や防疫作業に応

じたユニットの組み合わせが可能となった。さ

らにユニット数が多く、農場の状況に応じた必

要ユニット数の算出が問題であったが、農場情

報を入力すると必要ユニット数の組み合わせが

自動計算される一覧表を作成することにより、

誰もが容易に必要ユニットの算定と一覧表を見

ながらの運び出しが可能となった（写真－３）。 

 

５．まとめ 

 迅速に初動防疫作業を開始するためには、余

裕を持って必要な数量の資材を現場へ配置する

ことが必要となる。 

 本県では FMD 等の国内発生を受けて、資材を

品目ごとに管理していたが、備蓄倉庫等での作

業の省力化と時間短縮を目的として、カゴ台車

を用いて飼養規模ごとに資材の管理を行った。

しかし、規模ごとの管理では、必要量より過剰

に搬出する資材が発生すること、また、鶏舎や

埋却地などの多様な状況に対応できないといっ

た課題が判明した。そこで、資材数量の変動要

因ごとにユニットとして管理することで、農場

の状況に応じた資材の組み合わせが可能となっ
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た。また、カゴ台車を用いることで、迅速な資

材の搬送と省力化が図られた。 

今後、防疫演習で資材の「積込」、「運び出

し」、「積み下ろし」の演習を行いながら、さ

らなる改良を図っていきたい。 
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